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 「●まず、日本語の特殊性を心から理解することが 
   英語を話せるようになれる第一歩の様な気がして 
   おります （何の事はない「灯台下暗し」） 
    ●英語が日本語同様、微に入り際にわたって厳密に  
   一対一の適格適語な訳語で組立てられていると 
   無意識に思い込んでいるから英語がわからない様な」 
と「辞書を置かない英語教室「前座の英語」」のポスターに本日紹介文を書いておりまして
ふと思いついたことがございました。 
それは 
外国人が日本語習うのは「簡単から難しいへ向かうので大変だろう。しかし日本人が英語を
学ぶのは極めて難しい日本語から極めてラフな英語に向かうので楽ちんだろうに。なのに
「わからない。喋れない」といっている。 
何故か？ 
それは英語学習においては踵を返して反対に簡単な方に歩き出せばいいのに、踵を返さず
に更に難しい方に足を踏み出す（何の疑いもなく視界がそちらの方に向いてしまう）からだ
ろう。進む方向、目をむける方向がまるで反対。これじゃ無理というものだ。 
いくら進んでも、いくら探してもたどり着くわけもないし、見つかる訳もない。 
だって反対に進んでいるんだから。逆に目を向けているんだから。 
と。 
これは思い付きで本書発売の直前に書きましたので、詳しくは後日、別稿でしたためてみよ



うかと思っております。 
英語学習においては直上述のこの手の「エイやっ」が必要に思われます。 
われわれ日本人はともすると「発言に対して」縦横斜め全てに矛盾なきよう整合性を確認し、
しかもその発言が 100％大丈夫だと保証されない限り言葉を発しないようなところがあり

ますが、それではいつまでたっても英会話は無理だろうなぁと思っております。 

早いところさっさと「清水の舞台からエイやっと飛び降りなされた方がいい」と思います。 
 


